
「「「「樽岩樽岩樽岩樽岩
たるいわ

」」」」 

 

○ 指  定   千曲市指定名勝 昭和 62年 1月 27日 

○ 所 在 地   千曲市大字上山田字大窪地籍 

○ 所 有 者   千曲市 

○ 概  要   自然巨岩  寸法：高さ 15.25ｍ（最高部）、幅 82.7ｍ（露出部の幅） 

○ 公  開   いつでも可 

 

 地殻
ち か く

変動
へんどう

による隆起
りゅうき

により現れた巨岩で、樽岩の樽とは滝の古語で、清水が流れ出てい

ます。冠着山
かむりきやま

の中、大窪
おおくぼ

地籍の山の中腹に、樽状の巨大な青木層
あおきそう

（第 3紀層）玢岩
ひんがん

の露頭
ろ と う

の

石が張出
は り だ

し、清水が涸れることなく流れ出ていて「女沢川
めざわがわ

」の水源をなしています。 

 下方より向って右側に、自然に出来たとみられる洞穴
どうけつ

があり、その中に鉢状のくぼみが

あって常時水をたたえています。岩上に小祠
しょうし

があり、戸隠
とがくし

権現
ごんげん

を祀ってあります。樽岩祭

と称して 4 月下旬に日を定めて祭事が行なわれています。御神酒をあげて、山が鎮まり、

樹木が茂り、里にあっては五穀
ご こ く

豊穣
ほうじょう

を願っての庶民の信仰の場となっています。 

 


